
1

建築関係訴訟の
　　　審理長期化要因について

最高裁判所　民事局

建築関係訴訟とは

施
主
（
注
文
主
）

建
築
業
者
等

建築瑕疵損害賠償請求訴訟

建築請負代金等請求訴訟

瑕疵の主張

設計・
監理
担当

施工
担当
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平均審理期間
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建築関係訴訟全体 建築瑕疵損害賠償 建築請負代金 金銭のその他以外

(月)

建築関係訴訟の流れ

当事者間で合意された契約内容の確定

　　　　　　
　瑕疵の修理に要する金額・損害額の確定

　支払うべき工事代金額の確定

　　　　　　瑕疵の確定

　実際に行われた工事の内容の確定
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建築関係訴訟の長期化要因

　

　　　　　

　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

１．　専門的知見の不足

２．　争点多数　

３．　客観的証拠の不足

４．　鑑定の長期化

５．　感情的対立

建築関係訴訟の当事者

施
主

設計のミス？ 監理のミス？

施工のミス？

設計担当
（設計・監理）

施工担当

下請
け

下請
け

下請
け

孫請
け

下請
け
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１．専門的知見の必要性
～専門的知見の不足による争点整理の長期化

建築技術，建築法規，業界の慣習等の
多岐にわたる専門的知見が必要

争点の把握，整理が困難

裁判官も代理人
も専門的知見が

ないと・・・・

争点整理の長期化

調停に付された事件の割合
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平均調停期間
（建築関係訴訟）

１４．４月
（４３７件）
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専門委員選任割合
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瑕疵主張の有無と争点整理期間
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訴え提起から
第１回口頭弁論

第１回口頭弁論から
人証調べ開始

人証調べ開始から
人証調べ終了

人証調べ終了から
口頭弁論終結

口頭弁論終結から
判決言渡し
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瑕疵主張の有無と平均争点整理期日回数
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２．争点多数
～瑕疵，工事内容等の争点多数による争点整理の
長期化

多数の不具合を網羅的に主張　　　　

当事者の思
い入れの強さ

主張をかみ合わせ，立証方法を検討する作業
に時間を要する

マンション・ビル
などの大型物

件

大型物件について

56%

44%
戸建て住宅

マンション・ビル等

東京地裁本庁

※　文献⑨より
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訴額別の争点整理期間
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訴額別の平均期日間隔

※　調停に付された事件は除く。
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３．客観的証拠の不足
～契約書等の不存在，不備による争点整理，証拠
調べの長期化

契約書・図面等の不存在 契約書・図面等の不備　

関係者の証言や間接的な事情による立証　

紛争の複雑化・長期化　

契約書等の作成状況（東京地方裁判所）　　
　　　　　　　　　　　　　　

　見積書の有無 設計図書の有無

あり

46%
なし

54%

あり

46%
なし

54%

あり

27%なし

73%

契約書の有無
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あり
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契約書等の作成状況（大阪地方裁判所）
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契約書の有無
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４．鑑定の長期化

　鑑定の可否の検討

　鑑定事項の検討

　鑑定人の選定

　鑑定の実施

　鑑定書の作成

　鑑定書の提出

　鑑定書提出後の審理

建築関係訴訟における鑑定実施率
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鑑定の有無と平均審理期間
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人証調べ開始から
人証調べ終了
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鑑定に要する期間
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※　鑑定採用決定から鑑定人指定のデータのみ平成１８年・１９年を合わせたデータ，その他は平成１９年のデータである。
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５．感情的対立

多数の不具合を網羅的に主張

争点が拡散し収拾が困難

一生に一度の大
きな買い物

生活や経済活動
の拠点

建主と施工者と
の要求水準の違

い

感情的な対立

建築関係訴訟の長期化要因（まとめ）

専門的知見の
必要性の問題

１　専門的知見の不足による

　争点整理の長期化

２　鑑定の長期化

４　客観的証拠の不足

３　争点多数
“量”の多さの問

題

５　感情的対立


